別紙様式
平成２４年度当初予算　　　支出科目　款：総務費　　項：企画開発費　　目：企画調査費

	事業名:　岐阜県民文化祭開催費補助金　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


(この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください)
　環境生活部　人づくり文化課　文化振興担当　電話番号：058-272-1111（内2455）
　                        E-mail：c11151@pref.gifu.lg.jp　　　

	事業費


　要求額：28,107千円(前年度予算額：27,045千円)
	事業内容


	１　事業の内容


(１）岐阜県美術展

本県の美術活動の振興普及を図るため、広く県内外から７部門の作品を募集し、専門家による審査を経て、優れた作品を表彰するとともに、県美術館等に展示する。平成２４年度は、ぎふ清流国体文化プログラムとして実施する。　　　
（２）岐阜県文芸祭
　　本県の文芸創作活動の充実を図るため、広く県内外から１０部門の作品を募集し、専門家による審査を経て、優れた作品を表彰するとともに作品集に掲載する。
　（３）ぎふ文化の祭典「ひだ・みの創作オペラ」
出演者を広く県民から募集し、県下各地に伝わる昔話等を題材にしたオリジナルの台本、舞台による創作オペラを平成２４年度は、ぎふ清流国体文化プログラムとして公演する。
	２　所要経費


（１）岐阜県美術展　　12,201
　（２）岐阜県文芸祭　 　3,429
　（３）岐阜文化の祭典　12,477　
	これまでの取組と成果


	１　長期構想上の位置付け


Ⅴ ふるさと岐阜県を未来につなぐ人づくり
　　５　ふるさとへの誇りと愛情を育てる
・　新たな地域の文化をつくりだす

　　　
	２　これまでの取組状況


（１）岐阜県美術展は、昭和２１年度の第1回開催以来、平成２４年度で６６回を迎える。募集部門の拡充や、節目となる年には特別賞を設けるなど、工夫改善を行うととともに、審査の公平性を図るため県外審査員の導入、審査公開を実施してきた。
（２）岐阜県文芸祭は、平成２４年度で２１回目になる。当初の７部門が、現在９部門に拡大している。国民体育大会を文化面から盛り上げることを目的に、平成２０年度から平成２４年度まで「飛騨美濃じまん」部門を設けている。
（３）ぎふ文化の祭典は県民文化祭のメイン事業として、県民参加を基本とした総合舞台芸術として、平成１２年から「親と子に捧げる創作音楽劇」を展開。平成２０年から、「ひだ・みの創作オペラ」と題し、開催地に伝わる民話や伝説を基にした岐阜県オリジナルのオペラ（地オペラ）を展開している。
	３　これまでの取組に対する評価


（１）岐阜県美術展は、半世紀を超える長い歴史の中で、県域では毎年恒例の総合美術公募展として定着しており、「県展」の愛称で広く県民に親しまれている。
（2） 岐阜県文芸祭は、岐阜県を代表する文芸イベントであり、県内はもとより県外からの応募も多数ある。表彰式当日に行われる審査員による個別作品講評会は作品応募者から好評を得ている。
（３）ぎふ文化の祭典は、出演者・スタッフ・ボランティア等が一体となった舞台を創造することにより、県民参加型の文化活動を推進、文化の担い手の育成を図ることにより、特色ある岐阜県文化を創り上げてきた。
	決定額の考え方


要求の趣旨に沿って、所要額を計上します。
	要求額の財源内訳（単位：千円）


	区　分
	事業費
	財　　　　源　　　　内　　　　訳

	
	
	国　庫
支出金
	分担金

負担金
	使用料

手数料
	財　産収　入
	寄付金
	その他
	県　債
	一　般
財　源

	前年度
予算額
	27,045
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	27,045

	要求額
	28,107
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	28,107

	決定額
	27,774
	
	
	
	
	
	
	
	27,774


